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令和７年度 第１回千歳市緑化審議会 会議概要 

 

■日時 

令和７年７月 2８日（月）14時 00分～15時 40分 

■場所 

千歳市役所本庁舎 2階庁議室 

■出席者 

委員出席者：愛甲委員（会長）、竹田委員（副会長）、外崎委員、髙橋委員、小田委員、津田委員、 

立田委員、山根委員、佐々木委員、松本委員、渡辺委員（計 11名） 

委員欠席者：丹波委員、井溪委員、古幡委員（計３名） 

事 務 局：建設部長、建設部次長、都市整備課長ほか 5名 

傍 聴 者：１名 

■会議結果 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事・その他 

改定中の「千歳市緑の基本計画」において、専門部会で検討した以下の事項についての報告 

(1) みどりの将来像 

(2) みどりの配置方針図 

(3) エコロジカルネットワーク図 

(4) 目標設定 

(5) 施策内容 

(6) 重点施策 

(7) 計画の推進 

(8) 計画タイトル 

(9) 今後のスケジュール 

(10) その他 

 

・上記の議事(1)～(10)について、事務局から説明を行い、報告済みとなった。 

 

４ 閉会 
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■会議における意見及び質疑応答等 

１ 議事(1)～(7)について（関連した内容となるため、事務局からまとめて説明） 

【委員 A】 

保全樹林について、泉郷神社も指定してはどうか。 

官民連携における民間への支援の方法について具体的にどう考えているか。 

各地域のコミュニティーセンターの花壇等の緑化についてどのように考えているか。 

 

【事務局】 

保全樹林について、現状では千歳神社と長都神社の２箇所が指定されているが、泉郷神社も指定に

なりうる場所の一つとして考えられるため、今後は新たな指定に向けた情報発信をしていきたいと

考えている。 

官民連携の民間支援については、花苗や材料等の提供を行っているが、緑化活動における場所の提

供や既存団体への支援の強化も検討課題と考えている。 

コミュニティーセンターの緑化については、専門部会においてご意見をいただいたあと、所管課で

ある市民生活課に予算等の確認を行っており、ヒアリングしながら検討していければと考えている。 

 

【委員Ｂ】 

専門部会でオーバーツーリズムに関する意見があったと思う。滞在する外国人も増えており、文化

の違いで緑に対する考え方も変わってくる。資料にオーバーツーリズムに当てはまる記載がないが、

どう対応していくか。 

 

【会長】 

公園や緑地を整備することにより、国内外の人たちにまちなかへ来ていただくという面でも緑地

は大切と考えるが、多くの人が集まりすぎるといろいろな軋轢が発生する。施策７に、ニーズの多様

化を踏まえた利用ルールの弾力化と記載しているが、弾力化しすぎると問題が発生することもある

ため、マナーの醸成も必要と考える。 

また、都市公園等での花火について、騒音やごみ問題への懸念がある一方で、まちなかで子どもが

花火する場所もないのかという声もあることから、利用者のマナー醸成に関する記載もあるとよい

のではないか。 

 

【事務局】 

 記載内容について検討する。 

 

【委員Ｃ】 

施策５に、まちなかの緑化活動や街路樹等の適切な維持管理により、美しい都市景観の形成を図る

という記載があるが、街路樹については、町内会の区域や国、道、市で管理者が様々であり、管理方

法も異なるため、統一した維持管理にした方が景観も良くなり、千歳市の特徴が出ると思う。市民は、

道道、市道という区分は意識していないため、国、道、市の連携がもっととれれば景観も統一されて

よいと思うが、今後の連携はどうなるのか。 
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【事務局】 

街路樹の維持管理については、各道路管理者によって年間の剪定回数や剪定時期が異なり、樹種に

よっても剪定方法が異なることから、今後は重点管理区間を中心に管理者同士の意見交換等を行っ

ていければと考えている。 

 

【会長】 

改定された緑の基本計画は関係機関に共有されるのか。 

 

【事務局】 

 重点管理区間を設定するに当たっては、事前に各道路管理者と協議を行っており、計画が改定され

た際には、計画書を配布するなどして情報共有し、連携していきたいと考えている。 

 

【委員Ｄ】 

これまでの専門部会の意見を踏まえた内容になっていると思う。PDCA＋R サイクルは来年の 4

月がスタートになり、2 年に 1 回程度の緑化審議会を行い、必要に応じて方向性を修正していくと

いう考え方でよいか。 

 

【事務局】 

審議会の任期は３年となっているため、委員の改選等もあるが、２年に１回程度の緑化審議会を想

定し、成果等についての評価を受けたいと考えている。 

 

【委員Ｅ】 

内容について、現時点では最良と考えている。一方で、最近千歳市においてもまちなかに熊が出没

しているため、青葉公園での熊対策など、関連した見直しが今後出てくるのではないかと思う。 

 

【事務局】 

熊対策は産業振興部で対応しており、今後は体制が強化される可能性がある。公園管理者としては、

利用者の安全を確保する必要があるため、動物が隠れるような場所を作らないよう、引き続き除草や

剪定などを行っていきたいと考えている。 

 

【会長】 

他の自治体でも緑地の計画とヒグマ対策は別々の部署が行っている傾向にある。熊の侵入口にな

りそうな場所には大きな公園があることが多く、川や緑地につながっているため、熊対策は公園管理

者の役割が重要であり、緑化を図りながらも草刈りなどで見通しをよくするなど、関係部署と連携を

とって対策を進めてもらえればよいと考える。 

 

【委員Ｆ】 

全体的によい計画だと思うが、将来像や配置方針図は細かすぎて図面同士の違いが分かりづらい

印象を受けた。重点施策１の美々公園周辺の環境保全について、自然環境保全やカーボンニュートラ

ルに向けた官民連携についての具体的な説明がほしい。美々公園の環境や千歳湖の景観は既にラピ
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ダスの工事で変わっており、例えば、美々公園の敷地ギリギリまで伐木が進み、本来日影だった場所

が乾燥してきている。用地境界ギリギリまで伐木してもよいのか、企業と連携、調整しているのか、

もしくは今後予定があるのか。伐木は青葉公園の園路でも進んでいると聞いているため、青葉公園の

伐木についてもなるべく最低限でお願いしたい。また、青葉公園は都市公園ではないので Park-PFI

の対象にならないという話だったと思うが間違いないか。 

 

【事務局】 

青葉公園は都市公園であり、「千歳市都市公園等利活用計画」においても対象公園に位置づけてい

るため、Park-PFI の対象にはなりえる。ただし、第一種低層住居専用地域であるため、基本的には

住宅等を除く建物は建てられないが、公園施設などは手続を行い、北海道から許可が下りれば建築可

能となる。青葉公園の樹木伐採については、沿道の倒木や枯れている木は危険なので伐採しているが、

それ以外は手を付けないようにしている。美々公園の自然環境調査は、河川や地下水の水質調査を年

数回行っている。それらの環境調査を継続しながら保全に努めていきたいという考えはあるが、カー

ボンニュートラルに向けた官民連携についての具体的な取組は決まっていないため、今後、環境課と

連携した取組が可能となるよう、記載している。 

 

【会長】 

図面の違いが分かりにくい点について、四角で囲っている文字を大きく表示すると見やすくなる

のではないか。 

 

【事務局】 

 文字の表記等について検討する。 

 

【委員Ｇ】 

みどりの配置方針図に公園名があるが、林東公園は位置付けないのか。 

 

【事務局】 

林東公園は都市緑地のため、緑地として位置付けている。 

 

【委員Ｈ】 

計画の内容については問題ない。先ほど熊の話があったが、公園を利用するに当たり、安全で安心

して便利に使えるとよいと考えている。 

 

【事務局】 

安心、安全、便利な使われ方については、遊具施設の安全確認はもとより、ルールの統一化やマナ

ーの啓発などについて検討しながら、使いやすい公園になるよう努めていきたい。 

 

【委員Ｉ】 

 施策内容がたくさんあり、計画が動き出してからも課題が出てくると思うので、適宜見直しして解

決していくのが良いと考える。 
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【副会長】 

内容については、これまで専門部会で議論してきた内容なので問題はない。 

昔、市における街路樹の剪定方法などを示した維持管理計画書のようなものがあったが、今もある

のか。 

 

【事務局】 

平成 28年度に作成した街路樹の管理指針があり、今も使用しているが、しばらく改定を行ってい

ないため、今後、見直しは必要と考える。 

 

【副会長】 

公園樹木についての管理指針はないのか。 

 

【事務局】 

公園樹木等の維持管理における作業内容は、指定管理の業務仕様書に書かれているが、指針的なも

のはない。 

 

【副会長】 

 指定管理者として維持管理する中で、熊、鹿、キツネなどの動物や、危険性のある外来植物に似た

ものを見かけることがある。今後作成する公園における維持管理指針には、害を及ぼす動植物、希少

植物などをピックアップし、写真などを貼付して作成した方がよいのではないか。 

 

【事務局】 

環境白書にあるようなものは明示した方がよいかもしれない。外来植物は環境課で対応すること

になっており、公園を管理する上で、それに特化したパトロールは行っていないが、発見した場合は

連絡をもらえれば対応する。 

 

【会長】 

街路樹の管理についての話があったが、上位計画や関連計画、手順書などを挙げ、関連性を整理し

ておくのがよい。景観計画との関連がどうなっているのかも気になった。外来種の話は、施策２に動

植物の生育環境の保全があるので、作業する人の安全、安心についても記載するとよいと思った。 

 

【事務局】 

 記載内容について検討する。 

 

【会長】 

議事(1)～(7)について、これまでの議論の内容が整理されており、報告済みとしてよろしいか。 

 

【委員一同】 

 異議なし。 
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2 議事(8)～(10)について 

【会長】 

表紙の表記方法についていかがか。 

 

【委員Ｇ】 

タイトルについて、先頭に第何期とするのが多いと思うが、最初に追加するか途中に追加するか議

論があったのか。 

 

【事務局】 

 都市計画マスタープランに合わせる形としたが、タイトルの先頭が第２期となっても構わない。 

 

【会長】 

計画の基本理念を表紙に記載してはどうか。今回の計画で何を目指しているのかが表紙を見てわ

かり、市民の方が読んでみたいという気持ちにもつながるのではないか。 

 

【事務局】 

 表紙のデザインを作成する際に参考にさせていただく。 

 

【副会長】 

 現時点で、キッチンカーの出店希望はどのくらいか。 

 

【事務局】 

正式に申し込みがあり、受け付けたものは先ほど紹介した 1 件のみだが、ほかにも相談や問い合

わせは来ている状況である。 

 

【副会長】 

 かいじゅう公園のバスケットゴールは対面か。 

 

【事務局】 

３on3のような形で１つだけ設置している。 

 

【会長】 

議事(8)～(10)について、報告済みとしてよろしいか。 

 

【委員一同】 

 異議なし。 

 

3 その他 

【委員 A】 

パブリックコメントの募集について、各町内会など、確実に地域に伝わるよう周知してほしい。 
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【事務局】 

広報ちとせやホームページ、SNS 等の活用など、市民から広く意見をいだだけるよう、周知方法

について検討する。 

以上 


